
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　
「
多
摩
探
検
隊
」
と
は

　
「
多
摩
探
検
隊１」
は
、
10
分
間
の
地
域
再
発
見
番
組
で
あ
り
、
制

作
し
て
い
る
の
は
、
中
央
大
学
Ｆ
Ｌ
Ｐ２ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム・

松
野
良
一
ゼ
ミ
。
企
画
、
取
材
、
撮
影
、
編
集
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
全
て
を
学
生
が
行
っ
て
い
る
。
ポ
リ
シ
ー
は
、
多
摩
地
域
に

埋
も
れ
て
い
る
話
題
、
人
物
、
物
語
を
掘
り
起
こ
し
伝
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。
番
組
は
月
１
本
の
ペ
ー
ス
で
制
作
さ
れ
、
２
０

０
４
年
５
月
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
放
送・

配
信
さ
れ

た
本
数
は
１
６
９
本
を
数
え
る
（
２
０
１
８
年
５
月
現
在
）。

　

放
送
エ
リ
ア
は
少
し
ず
つ
拡
大
し
、
現
在
で
は
、
東
京・

多
摩

地
域
３
局
、J:CO

M

系
列
15
局
、
九
州
地
域
２
局
の
計
20
局
（
視

聴
可
能
世
帯
数
：
計
約
３
０
０
万
）
に
。
番
組
は
、
放
送
と
同
時

に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
と
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
で
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
の
ゼ
ミ
活
動
と
し
て
、
毎
月
10
分
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
を
制
作
し
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
放
送・

配
信
し
て
い
る

例
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。

２　

シ
リ
ー
ズ
「
中
央
大
学
と
戦
争
」

　

番
組
の
内
容
は
、
地
域
の
歴
史
、
特
産
物
、
職
人
、
動
植
物
、

中
央
大
学
関
連
な
ど
で
あ
り
、
大
学
（
文
系
）
が
所
在
す
る
「
多

摩
」
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
地
元
の
話
題
が
全
国
、
外

国
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
は
、
多
摩
を
飛
び
出
し
て
現
地
取
材

に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
最

近
で
は
、
朝
鮮
戦
争
中
に
東
京

都
小
平
市
に
墜
落
し
た
米
軍
輸

送
機
「
グ
ロ
ー
ブ
マ
ス
タ
ー
」

に
関
す
る
取
材
の
た
め
、
米
国

２
都
市
に
出
向
い
た
。

　

ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
「
中
央
大

学
と
戦
争
」
は
全
国
規
模
の
映

像
祭
で
入
賞
す
る
な
ど
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
戦
争
の
時
代

を
生
き
た
先
輩
た
ち
の
証
言
を
、

学
生
制
作
番
組「
多
摩
探
検
隊
」の

放
送・
配
信 

―
15
年
目
を
迎
え
て

［
中
央
大
学
］

松
野 

良
一
●
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》

写真１　シリーズ「中央大学と戦争」３作目、
『後に続くを信ず』の一場面
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平
和
な
時
代
を
生
き
る
後
輩
た
ち
が
記
録
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

作
品
と
し
て
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
が
、
１
３
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
と
し
て
の
責
務
で
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

３　

多
様
な
能
力
の
開
発

　

番
組
「
多
摩
探
検
隊
」
の
制
作
活
動
は
、
大
学
の
地
域
貢
献
の

み
な
ら
ず
、
学
生
の
多
様
な
能
力
の
開
発
に
も
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。

　

番
組
を
完
成
さ
せ
る
に
は
、
資
料
収
集
、
事
前
取
材
、
企
画
書

作
成
、
取
材
交
渉
、
撮
影
、
ラ
ッ
シ
ュ
、
構
成
表
作
成
、
編
集
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
業
、
各

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
へ
の

納
品
、
配
信
作
業
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
撮
影
の
許
諾
を
得

る
た
め
に
は
、
対
象
者
や

団
体
と
粘
り
強
く
交
渉
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
完
成
間
際
に
は
試

写
会
が
催
さ
れ
、
先
輩
た

ち
か
ら
厳
し
い
批
評
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
作
り
上
げ
た
10
分
間

の
番
組
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
「
一
生
の
宝
物
」
に
な
る
。

　
「
企
画
―
撮
影
―
編
集
―
放
送・

配
信
」
と
い
う
制
作
活
動
の
サ

イ
ク
ル
は
、
そ
の
ま
ま
、
多
様
な
能
力
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
交
渉
力
、
企
画
力
、
協
調
性
、
積
極
性
を
は
じ
め
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
、

最
終
的
に
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自
己
効
力
感
が
育
成
さ

れ
て
い
く
。
こ
れ
が
、
就
職
活
動
を
乗
り
切
る
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

実
際
に
、「
多
摩
探
検
隊
」
の
制
作
に
関
わ
っ
た
学
生
の
多
く
が

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
出
版
、
広
告
な
ど
の
マ

ス
コ
ミ
を
は
じ
め
、
地
域
と
関
係
の
深
い
通
信
、
運
輸
な
ど
の
業

種
に
就
職
し
て
い
る
。

●
注

１　

http://w
w

w
.tam

atan.tv/

２　

Ｆ
Ｌ
Ｐ
はFaculty-Linkage Program

の
略
。
中
央
大
学
の

特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
ゼ
ミ
は
、
全
学
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
で
構

成
さ
れ
る
。「
環
境・

社
会・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

「
国
際
協
力
」「
ス
ポ
ー
ツ・

健
康
科
学
」「
地
域・

公
共
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
。

写真２　「多摩探検隊」のホームページ
（2018年４月版）
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

明
治
大
学
は
、
２
０
１
０
年
８
月
、
日
本
に
お
け
る
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ

ｅ
ｓ 

Ｕ
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
、
慶
應
義
塾
大
学・

東
京
大

学・

早
稲
田
大
学
と
共
に
初
期
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
た
。

現
在
で
は
、
約
２
０
０
０
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
し
て
い
る
が
、

開
始
当
初
は
学
内
か
ら
か
き
集
め
た
３
０
０
に
満
た
な
い
コ
ン
テ

ン
ツ
数
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

１　

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
と
視
聴
者
層
に
関
す
る
考
察

　

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
で
は
、
管
理
者
画
面
で
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配

信
状
況
や
ア
ク
セ
ス
数
、
コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
の
国
別
ア
ク
セ
ス
割

合
な
ど
、
詳
細
な
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
ま
で

に
、
ア
ク
セ
ス
数
の
多
い
本
学
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
。

　
『
マ
ク
ロ
経
済
学
』『
ミ
ク
ロ
経
済
学
』：
ど
ち
ら
も
本
学
商
学
部

の
対
面
授
業
を
収
録
し
た
映
像
で
、数
年
前
に
は
、ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
日
本
ス
ト
ア
に
お
い
て
、
人
気
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
１
位
と

３
位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
（
両
コ
ン
テ
ン
ツ
と
も
ピ
ー
ク
時
に

は
１
週
間
で
約
２
０
０
０
回
の
視
聴
が
あ
っ
た
）。

　
『
中
級
日
本
語
口
頭
表
現
教
材
「
日
本
語
で
話
そ
う
！
」』：
２
０

１
５
年
９
月
か
ら
公
開
し
て
い
る
、
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
留
学

生
向
け
の
教
材
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
、
本
学
で
最
も
多
く
の
ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
数・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
４
月
１
日
現
在
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数・

ス

ト
リ
ー
ミ
ン
グ
数
の
合
計
は
、
７
万
回
を
超
え
て
い
る
。

　

視
聴
者
（
受
講
者
）
と
双
方
向
性
が
あ
り
、
そ
の
属
性
が
特
定

可
能
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
と
違
い
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ

は
、
ど
の
よ
う
な
層
の
視
聴
者
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
の
か
分
か

り
に
く
い
。
し
か
し
、
日
本
語
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
の
視
聴

者
を
得
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の
文
化・

教
養
に
興
味

関
心
の
あ
る
主
に
ア
ジ
ア
圏
（
中
国・

台
湾
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
る
）
の
若
年
層
が
中
心
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
を
日
本
へ
の
留
学
生
予
備
軍
と
捉
え
、
教

育
を
公
開
す
る
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
留
学
生
の
増
加
や
大
学

広
報
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

動
画
配
信
へ
の
取
り
組
み
と
課
題

［
明
治
大
学
］

中
村 

達
●
明
治
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
部　

ユ
ビ
キ
タ
ス
教
育
推
進
事
務
室

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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２　

動
画
配
信
の
目
的
と
課
題

　

本
学
が
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
目
的
は
、
大
き
く
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
国
内
外
の
多
く
の
大
学
や
機
関
が
公
開
し
て
い

る
膨
大
な
数
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
の
一
部
分
と
し
て
、
人
々
が
学
び

を
深
め
る
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
本

学
の
学
生
や
教
職
員
の
た
め
に
配
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
部
署
で
収
録・
配
信
す
る
講
義
や
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
お
お
む
ね
50
件
以
上
あ
る
が
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
に
特
化
し

て
制
作
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ

ｅ
ｓ 

Ｕ
は
、
相
手
を
特
定
し
た
配
信
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
は
あ
く
ま
で
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
す
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
自
前
の
配
信
サ
ー
バ
ー
に
よ
る
公
開

や
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
な
ど
も
活
用
し
て
い
る
。
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 
Ｕ
の
よ
う

に
全
世
界
に
向
け
て
完
全
に
オ
ー
プ
ン
な
形
で
配
信
す
る
こ
と
が

難
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

の
み
視
聴
で
き
る
配
信
方
法
や
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ・

パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
し
、
特
定
少
数
の
視
聴
者
に
向
け
て
配
信
す
る
な
ど
、
そ
の

性
質
に
よ
っ
て
最
適
な
配
信
メ
デ
ィ
ア・

配
信
方
法
を
選
択
し
て

い
る
。

　

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ 

Ｕ
に
よ
る
配
信
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、

大
学
が
講
義
や
講
演
会
な
ど
の
映
像
を
配
信
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

一
番
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
著
作
権
の
処
理
に
関
す
る
作
業
で

あ
る
。
講
義
や
講
演
会
に
は
、
画
像
や
映
像
の
ほ
か
、
新
聞
や
書

籍
の
一
部
分
な
ど
、
多
様
な
著
作
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
権
利
者
を
確
認
し
、
公
開
に
つ
い
て
許

諾
を
得
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
画
像
の
差

し
替
え
や
使
用
料
を
支
払
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
手
続
き・

管

理
に
は
相
当
量
の
技
術
的・

事
務
的
作
業
が
伴
う
。
ま
た
、「
引

用
」
と
し
て
扱
う
場
合
に
も
、
適
切
な
出
典
情
報
の
記
載
が
あ
る

か
な
ど
、
必
要
な
確
認
作
業
を
配
信
前
に
実
施
し
て
い
る
。

　

本
学
に
お
け
る
著
作
権
処
理
は
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
の
制
作・

運
用
を
担
当
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
教
育
推
進
事
務

室
が
一
元
的
に
担
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
教
材
な
ど
と
と

も
に
、
一
般
に
公
開
す
る
動
画
に
つ
い
て
も
著
作
権
処
理
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
を
置
い
て
対
応
し
て
い
る
。
よ
り
一
層
の
普
及・

発
展

の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
こ
の
部
分
の
「
ス
ピ
ー
ド
を
早
く
」「
事
務
的

負
荷
を
軽
く
」
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。現
在
、国
に
お

い
て
著
作
権
法
改
正
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

期
待
を
込
め
て
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※�iT
unes

は
米
国
お
よ
び
他
の
国
々
で
登
録
さ
れ
たA

pple Inc.

の

商
標
で
す
。iT

unes U

はA
pple Inc.

の
商
標
で
す
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

２
０
１
４
年
度
、
東
海
大
学
海
洋
学
部
は
、
ネ
ッ
ト
配
信
型
公

開
講
座
「
海
か
ら
考
え
る
こ
の
星
の
未
来
：
海
洋
学
へ
の
誘
い
」

を
、
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
）
公
認
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
の
せ
て
配
信
し
た
。
周
知
の
通

り
、
ネ
ッ
ト
配
信
講
座
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
、
米
国
発
と
な
る
大
学
の
新

し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
時
間
と
場
所
を
超
え
、
大
学
の
授

業
を
無
料
で
万
人
に
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、
米
国
で
は
教
育
格

差
や
地
理
的
課
題
に
対
す
る
解
決
法
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

大
学
に
と
っ
て
も
、
埋
も
れ
て
い
る
人
材
を
発
掘
で
き
る
点
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、
先
述
の
Ｊ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
が
２
０
１
３
年
に
一
般
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

本
格
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米

国
と
異
な
る
点
は
、
日
本
版
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
が
い
わ
ゆ
る
「
産
学
連
携

型
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
講
座
を
配
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
配
信
さ
れ
る
講
座
内
容
を
見
て
も
、
大
学
の

み
な
ら
ず
専
門
学
校
や
企
業
体
と
連
携
し
た
実
学
志
向
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
目
に
つ
く
。
社
会
人
の
学
び
直
し
な
ど
、
知
識
と
技
術
の

修
得
を
目
指
し
た
産
学
連
携
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
日
本
版
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
東
海
大
学
の
ネ
ッ
ト
講
座
開
講
は
、
こ
う
し
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
効
果
を
主
眼
と
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
教
育
改
革
や
そ
の
学
習

成
果
を
評
価
す
る
た
め
の
入
試
改
革
、
つ
ま
り
は
「
主
体
性
等
」

評
価
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
活
用
に
一
定
の
効
果
を
期
待
し
て
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
特
徴
と
し
て
、
成
績
評
価

を
受
講
生
同
士
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
学
習
者
同
士
が
互
い
の
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
通
し
て
、

自
ら
の
学
習
に
幅
を
も
た
ら
し
深
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た
学

習
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
学
習
動
機
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
講
者
で
あ
る
大
学
は
、
個
々
の

学
習
者
の
ア
ク
セ
ス
頻
度
と
相
互
採
点
の
あ
り
方
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
査
定
）
す
る
、
つ
ま
り
、
主
体
性
の
プ
ロ
セ
ス
評
価
を
し
て

い
く
わ
け
で
あ
る
。
今
後
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
学

習
者
の
主
体
性
等
の
評
価
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
評
価

オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の 

入
試
活
用
を
考
え
る

［
東
海
大
学
］

川
上 
哲
太
朗
●
東
海
大
学
海
洋
学
部
長
、
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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方
式
は
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
主
体
的
学
習
を
担
保
し
て
い
る
の
は
、

多
様
な
社
会
的
背
景
を
有
す
る
受
講
者
の
質
と
量
で
あ
る
。
現
在
、

Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
登
録
者
数
は
約
25
万
人
で
あ
る
が
、
延
べ
学
習
者

受
講
者
は
約
61
万
人
を
超
え
て
お
り
、
受
講
者
が
継
続
的
な
学
習

意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
受
講
者
の
平
均
年
齢

は
約
44
歳
で
あ
り
、
大
学
以
上
の
卒
業
者
が
６
割
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
習
者
の
質
は
相
当
に
高
い
と
み
て
よ
い
。
10
代
の

受
講
者
は
全
体
の
２
％
弱
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
若
者
が

多
世
代
で
構
成
さ
れ
る
学
習
者
と
共
に
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
彼
ら
の
主
体
力
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
に
、
今
日
の
大
学
が
取
り
組
む
べ
き
「
主
体
性
評
価
」

の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
東
海
大
学
で
は
２
０
１
６
年
度
に
海
洋
学
部
Ａ
Ｏ
入
試

に
お
い
て
ネ
ッ
ト
配
信
講
座
の
活
用
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
理
由

の
一
つ
に
２
０
１
４
年
度
に
配
信
さ
れ
た
当
該
講
座
に
特
徴
的
な

傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
20
歳
以
下
の
登
録
者

が
全
体
の
７・

８
％
も
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
相
互
評
価
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ

た
。
こ
う
し
た
強
い
主
体
性
を
も
っ
た
若
者
を
入
試
に
導
い
て
い

き
た
い
。
検
討
に
勢
い
が
つ
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
適

切
で
あ
る
。
講
座
は
学
部
教
育
全
体
に
わ
た
る
内
容
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
学
部
の
教
育
方
針
お
よ
び
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

に
照
ら
し
て
適
切
性
を
有
し
て
い
た
。
当
該
講
座
を
再
利
用
す
る

形
で
入
試
導
入
が
決
定
し
た
。
入
試
要
項
で
は
、
先
述
し
た
講
座

の
視
聴
登
録
を
志
願
者
が
行
い
、
全
31
回
の
講
座
を
受
講
し
た
上

で
課
題
を
作
成
し
て
提
出
、
出
願
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
該
年
度
Ａ
Ｏ
入
試
出
願
者
の
22・

９
％
に
相
当
す
る
高
校
生
が

講
座
の
視
聴
登
録
を
行
っ
た
。
そ
の
ア
ク
セ
ス
数
も
ロ
グ
と
し
て

記
録
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
回
以
上
講
座
に
ア
ク
セ
ス
し
た
志
願

者
も
い
た
。

　

た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
よ
る
講
座
配
信
は

入
試
と
い
う
性
格
上
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
講
座
は
志
願
者
の
み

に
配
信
す
る
形
態
に
留
め
ら
れ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
利
点
で
あ
る
多

世
代
の
学
習
者
に
よ
る
相
互
評
価
体
制
が
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

近
い
将
来
、
オ
ン
ラ
イ
ン
型
大
学
入
試
が
導
入
さ
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
型
入
試
は
、
こ
う
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
活
用

を
通
し
て
「
主
体
性
等
」
を
評
価
で
き
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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